
未来を見据えて、
着実に前進するまちづくり

重点施策①

　人口減少や少子高齢社会がさらに進み、近い将
来、地域産業の停滞や市街地の低密度化による生
活利便性の低下などが予想されます。将来にわた
り、市民の皆さんが住み慣れた地域で、安心して
暮らし続けることのできる、持続可能でコンパク
トなまちを構築するため、居住地の集約や生活に
必要な都市機能の集約の考え方を示すとともに、
公共交通の確保に向けた取り組みを推進していき
ます。
�
○�登別市都市計画マスタープランの改
訂・登別市立地適正化計画の策定
� 　　1,855万円
　※�市公式ウェブサイトで、進捗状況
をお知らせしています。ぜひご覧
ください。

○�登別市地域公共交通計画の策定
　�　公共交通事業者や市民、学識経験
者などで構成する登別市地域公共交
通活性化協議会が策定を進めていま
す。
○�協働のまちづくりの推進、ＩＣＴを活用した各
種団体との情報共有

　近年、頻発する大規模自然災害において、各関係団
体と役割分担を明確にし、連絡体制の強化・整備を図
るとともに、感染対策を講じた避難所運営のほか、消
防庁舎の整備を進め、災害に強いまちづくりを推進し
ていきます。
�
○�登別市強

きょう

靱
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化計画の策定（令和３年３月）
○�災害発生時の対応の充実・強化
　・・�感染対策を講じた避難
所運営・管理体制の整
備

　・�・�総合防災訓練の実施　
� 250万円
　・・防災マップの更新　
� 761万円
○�消防本部新庁舎の造成工
事の実施（令和７年度供
用開始予定）

○�市役所本庁舎建設基本計画など
の再検証（建設位置などの決定）

　�　北海道が、令和３年度に新た
な津波浸水想定を公表予定であ
ることから、その内容を精査し、
令和２年３月に策定した『登別
市本庁舎建
設基本計画』
などを再検
証します。

　気候変動問題をはじめとする地球環境の危機が深刻化してい
るなか、国は、2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロに
するカーボンニュートラルの実現を目指すと宣言しました。市
としても、脱炭素を環境問題の身近な課題として捉え、環境に
優しいまちづくりの取り組みを進めていきます。
�
○�令和12年度以降のごみ処理施設の
あり方に向けた検討　� 1,605万円
今後のスケジュール
　令和３年度に、クリンクルセン
ターの機能診断を行い、さらなる延
命化の可能性を探るとともに、新設
した場合の処理方法や分別方法など
を検討。方針は、令和４年度中の決
定を予定しています。
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行政改革

防災

環境
　持続可能な行政経営を推進するため、
納税等の利便性の向上を図るとともに、
公共施設の統廃合による適正配置・総
量削減や行政事務などのデジタル化に
努めていきます。
�
○�市税や保険料などの納付方法にス
マートフォン決済アプリを導入
　�　４月１日㈭より、
『Ｐ

ペ イ

ａｙＰ
ペ イ

ａｙ』と
『Ｌ

ラ イ ン

ＩＮＥＰ
ペ イ

ａｙ』
で、市税などを納付
することができます。

○�小・中学校の適正配置の検討、統廃
合に向けた取り組みの推進
○�登別市公共施設等総合管理計画の見
直し
○�情報化推進計画の策定
○�新しい働き方の推進
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▲�都市計画マ
スタープラ
ン

▲�立地適正化
計画

▲�令和元年７月20日㈯に、鷲別
地区を会場に実施した総合防
災訓練

▲�富岸町の高台に位置
する消防本部建設予
定地

ごみの減量化に、
引き続きご協力を
　ごみの減量化や再資源
化は、二酸化炭素の排出
抑制につながるほか、新
たな施設を建設すること
になった場合、規模の縮
小による経費削減にもつ
ながります。
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